
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※稀頻度開閉・多頻度開閉等、使用方法・環境によっては、点検時に注油が必要となる場合がございます。

 
 
 
 
 
  電気が社会の営みに重要な地位を占める現在では、電力の安定供給化・電気設備の信頼性がますます強く 

  求められて来ております。これらの要請に応えるべく、㈱新愛知電機製作所では電気設備の信頼性確保の 

観点より、主要電気機器の定期的な保守点検の実施を推奨いたしております。 

  事故の未然防止を図るには、それぞれの機器に対して適正かつ確実な保守点検を実施していただくことが 

  重要です。 

 
 保保 守守 点点 検検 のの 種種 類類  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電気機器を末長く、安心してご使用いただくためには、 

電気機器製造メーカーが製造から保守までを一貫して 

行うことが望まれます。私たち㈱新愛知電機製作所は、 

プロフェッショナルとして長年培った信頼性と、確か 

な技術力でメンテナンスを行っています。 
 

電気機器を安心・安全に、末長くお使いいただくために 

 
 

電電気気機機器器のの健健康康管管理理  

 電気機器の健康管理には、定期点検が必要不可欠です。 

種類 点　検　内　容 点　検　周　期

日常巡視点検

（無停電で点検）

　設備運転状態における異常の早期発見を

　目的とし、外部から異音・異臭・変色等

　を点検します。

　なお、点検の際、充電部には近寄らない

　でください。

　少なくとも１ヶ月に１回以上

　２年　　（空調・防塵設備があり、清潔・乾燥

　　　　　　した屋内設置）

　１～２年（塵埃・腐食ガス・蒸気等があまり含

　　　　　　まれていない通常の屋内設置）

　１年　　（上記以外及び屋外盤に設置）

臨 時 点 検

（停電して点検）

　日常巡視点検・定期点検で不具合部分が

　発見された場合や、事故（地絡・短絡・

　火災等）が発生した場合に実施します。

　随時

定 期 点 検

（停電して点検）

　製品の性能維持を目的とし、動作確認・

　絶縁抵抗測定・清掃、必要に応じて部品

　交換も実施します。

　なお、点検は施工会社・盤メーカー・機

　器製造メーカーにご依頼下さい。

製製造造メメーーカカーーななららででははのの特特徴徴  

● 製造・保守のトータルなサービス

● 確かな技術力 

● スピーディな対応 



 
 
 
 
                 様々な電気設備を構成する電気機器には、定期的な保守点検が必要です。 

                 しかし、きちんと保守点検を行っていても、部品等の老朽化などによる寿 
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機 種

高 ・ 低圧 電源切 替開閉器 ,他低圧 機器

高 圧 交 流 電 磁 接 触 器

交 流 遮 断

高 圧 断 路

更新推奨時期 製造中止製品

または規定開閉回数  MAC-DT K,T,M形 VSS-6N形

または規定開閉回数  VC,VCF形

器 または規定開閉回数  BH,BL,BMS形 VH形 VMC,VSB形

器 または操作回数 １０００回  DJ形 DEV-41形

１５年

１５年

２０年

２ ０年

命があります。機器の交換は、完全に使えなくなってしまってからでは遅 

いので、性能が低下し、安全性や信頼性が保てなくなる時期＝更新推奨時 

期を目安に交換を行う方がいいでしょう。 

                 機器更新の目的は、安全に電気を使用するためですが、寿命ぎりぎりまで 

使用した場合に起こりうる故障の修理費用や、故障に伴う停電などによる 

経済的損失、思わぬ重大事故や波及事故を防ぐためにも、早めに新品と交 

換した方が効果的といえます。 

  もちろん、大切なのは定期的な清掃と保守点検です。定期的な保守点検を怠った結果、電気機器の機能低下 

により故障に繋がるケースも少なくありません。電気設備の寿命を延ばすため、また計画的な機器の交換の 

ためにも、必ず定期的な保守点検を実施してください。 

 
 機機 器器 のの劣劣 化化 故故 障障 パパタターーンン  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 各各機機器器のの更更新新推推奨奨時時期期  
  更新推奨時期とは、通常の環境のもとで通常の保守点検を行いながら使用した場合に、部品等の老朽化など 

  と経済性を考え合わせて、新品と交換した方が一般的に有利と考えられる時期を示すもので、機能や性能が 

  保証される期間ではありません。また、近年では環境保存(ISO14000)等の社会的要求により、各機器の更新 

時期が前倒しされるケースが増えています。 

 

 

 

 

 
                     ●お問い合わせは、下記へご連絡下さい。 

   機 器 事 業 部  

 
 

電電気気機機器器ににはは  

更更新新時時期期がが  

あありりまますす   

更新推奨時期

▲初期故障期 使用年数→

▲偶発故障期 ▲摩耗故障期

←

故

障

率

許容故障率

危険！保守点検をしましょう

重大事故。波及事故の
発生可能性大！

重大事故、波及事故を発生させないように

早めの機器更新をおすすめします。 


